研究所彙報Ⅳー1957.4～1958.3ー by 愛知大学綜合郷土研究所
研 究 所 彙 報 N
1957.41958.3
《学会及び研究会報告 〉
※関西社会学第8回 大会
(10月26日於三重大学)
「階級所属意識測定法の比較吟味」
井 森 陸 平
「地方都市居住者の意識型態」
一 とくに伝統的生活規範意識の変貌について一
川 越 淳 ご
牧 野 由 朗
※史学研究会大会(11月3日於京都大学)
「清末の財政 と官僚」 鈴 木 中 正
※村落社会研究会大会(11月23日於東京大学)
「農民の価値観」 川 越 淳 ご
※社会調査研究会(2月8日 於愛知大学)
「態度調査における尺度法について」
牧 野 由 朗
.(現地 調 査〉
(A)豊橋市の社会学的地区区分設定に関する研究。
丼森所員は豊橋市の地区区分について社会
学的研究を行 うため,7,8月 中,市 役所,
商工会議所,検 察庁,警 察署において資料蒐
集を行つた。牧野研究員ほか数名の調査員が
参加。
<B)豊橋市民の生活構造 と生活意識に関する研究。
川越所員がさきに日本社会学会SSM調 査
委員会より委嘱され,さ らに本年度は文部省
科学研究費(各 個研究)の 交1寸を受けて前年
度よ り引き続き行つている調査研究である。
本年度は昨年度抽出された対象についての深
層的研究を行 う一一方,新 らたに400名の対象
を追加抽出して調査を行つた。これには牧野
研究員が共同研究者 として企画に参加し,外
調査員約延40名が参加している。
<C)門徒村 とそのパースナ リティに関する研究。
島本所員,村 武,牧 野両研究所員は数年来
門徒村の研究を継続して来たが,そ の成果の
一部は本紀要第三輯に 「波瀬村モノグラフ」
として発表した。本研究はその門徒村調査の
継続である。本年は東加1k郡下山村において
8月27日～8月31日間にわたつて実態調査を
行つたが,集 団調査には井森,島 本所員,牧
野研究員外調査員12名が参加した。
(D)二河一宮の占墳群についての研究。
横山,浅 若所員外調査員若干名(延130名)
は7月20日～30日までの間,愛 知県一宮村炭
焼平に所在の一列に並んだ大小三基の古墳を
発掘した。それらは何れ も同時代のものでな
く第1号 墳より金,銀 環を,他 のこ基からは
各種の土器及びその中から粘土化した米粒,
伊勢蝦等を発見した事は興味深い。なお本研
究に於いては8ミ リシネ映画撮影機を使用し
た。
(E)東三河地方の条理村遺制についての研究。
歌川所員は東三河地方一帯にわたつて条理
村の遺構の復元を試みるために,7,8月 中
豊川市,宝 飯郡にわたつて現地を踏査し,占
文書の蒐集を行つた。
(F)東三河地方の文学遺跡に関する調査研究。
久曽神所員は郷土地方の文学遺蹟研究のた
め,豊 橋市賀茂附近(5月)蒲 郡市三谷方面
(5月)宝飯郡御津方面の万葉遺跡(7月)
蒲郡市竹谷方面(3月)に ついて実地踏査,
文献蒐集を行つた。又東三河地方の学校及び
公社等において郷土史に関する公開講演を行
つた。
<会 議>
6月6日 第一回運営委員会(横 山,久 曽神,
川越,島 本,牧 野)
実行予算の検討,本 年度紀要発行方針にっい
ての検討。
6月18日 所員会議(横 山,久 曽神,川 越,
島本,鈴 木(中),井森,歌 川,浅 若,牧 野)
運営委員の選出,本年度の研究活動について。
1月23日 第二回運営委員会(横 山,井 森,
久曽神,川越,島 本,歌 川,牧 野)
研究所規約に関する件,紀 要第四輯発行に関
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する件,来 年度予算に関する件。
3月5日 第三回運営委員会(横 山,久 曽神,
井森,川 越,島 本,牧 野)
研究所規約に関する件,紀 要第四輯編集に関
する件,人 事(研究所事務員)に関する件。
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